
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

……………………旅をする本の話…………………… 

角田光代の「旅する本」という短編があります。

主人公が、古本屋に売った１冊の本といろいろな

国で再会するお話です。日本の古本屋に売った本

とネパールで再会し、ネパールで売ったはずの本

と今度はアイルランドで再会する……その奇跡の

ような巡りあわせと、本がたどったであろう旅路

に、とても興味をそそられます。 

そこまで運命的なものではありませんが、実は

図書館の本もあちこちに旅をしています。 

…………………ILL(相互貸借)って何？…………… 

弘大図書館本館には貸出返却カウンターと参考

調査カウンターがあります。参考調査カウンター

では資料検索や情報収集についての相談を受け付

けていて、特に ILL 業務を行っています。 

ILL とは、「Inter Library Loan」の略で、図書館

間相互貸借のことです。弘大図書館の予算では、全

国で日々出版される図書をすべて購入することは

できません。それは他の大学図書館や公共図書館

も同様です。そこで、自館に無い図書は他館に依頼

して借りる、他館に無い図書は依頼に応じて自館

から貸し出す、という風にお互いに助け合いなが

ら、利用者の方に資料を提供しているのです。現物

の貸借ができない場合は、著作権法で決められた

範囲内で複写物の取り寄せもしています。 

探している資料が他の図書館にあるかどうかは、

CiNii Booksというデータベースを使えば調べるこ

とができます CiNii Books は全国の大学図書館の

所蔵を一括で検索することができるとても便利な

データベースですので、ぜひ使ってみてください。 

………………本が無いと諦める前に………………… 

「弘大の図書館には読みたい本がない！」とい

う方、諦めずに参考調査カウンターへご相談くだ

さい。（本町キャンパス所属の方は医学部分館のカ

ウンターでも受け付けています）北は北海道から

南は沖縄まで、全国の図書館（主に大学図書館）か

ら、本をお取り寄せいたします。ただし、本の旅費

（往復分の送料）は、利用者の方にお支払いいただ

きますので、よろしくお願いいたします。 

………………本の旅路に思いをはせて……………… 

他の図書館から図書を借りることができるのと

同時に、弘大図書館の図書も、あちこちに貸し出し

しています。図書館の書架に静かに納まっている

ように見える本たちですが、ある日突然依頼され、

厳重に梱包されて遠くへ旅立つことがあります。

昨年度は 400 冊以上の図書が、他の図書館へ旅立

ち、どこかの誰かに読まれて、帰ってきました。 

貴方が手に取ったその本も、実はどこか遠い地

へ旅をして、帰ってきた本かもしれません。 

The book travels 

“旅をする本の話”の巻 

ILL（文献複写・相互貸借）のお申込みについてはこちら 

https://ul.hirosaki-u.ac.jp/guide/backorder/ 

CiNii Books 

https://ci.nii.ac.jp/books/ 

何度も使用された形跡がある梱包材。この小包に

は、いったい何が入っているでしょうか。実はこの中に

は、遠くの図書館から貸出を依頼された図書が入っ

ています。北から南へ、東へ西へ。弘大図書館の図

書は意外とあちこちに旅をしています。 

今回は参考調査カウンターの舞台裏、本が旅をす

る「相互貸借」についてご紹介します。 
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